
校長先生からの「ありがとう」＜２０２６＞ 

 

７月１０日（金）　「個別懇談会」 

　今週月曜日から今日までの５日間、個別懇談会でした。 

保護者のみなさま、お忙しい中、お越しいただき「ありがとうございました。」 

１５分という短い時間でしたので、話したいことをすべて話せなかったり、聞きたいことを聞けな

かったりした保護者の方もみえると思います。何か、気になること・心配なこと・疑問なこと等が

ございましたら、いつでもご連絡ください。 

また、時間通りにいかず、お待たせしてしまった保護者の方も何人もいたと思います。申し訳あ

りませんでした。 

短い時間ではありましたが、どの保護者の方もわが子を大切に思っている様子やわが子だけでな

く、阿下喜小の児童みんなのことを思ってのご意見、「ありがとうございました。」なかには、協議

や検討をしていかなければ、いけないものもありますが、これからの学校での指導に生かしていき

たいと思います。 

＜地域の方からの声＞ 

①「交通ルール・マナーはどうなっていますか？子どもたちが事故にあってからでは遅いので、 

もう一度、ご指導をお願いします。」というお電話をいただきました。お仕事等でお忙しい中、

阿下喜小の児童が事故にあう前に・・・と心配していただきました。「ありがとうございます」。 

　②「４月の頃の１・２年生の子に対する上級生の子の優しさが少し薄れたような…」というお電

話をいただきました。１年生が登下校に慣れてきたのもあるのでしょうが、１年生に対する上

級生の優しい姿が減ったような気がする・・・。というご心配いただいたお電話でした。「あり

がとうございます」。確かに学校生活に慣れてきたり、仲良くなってきたからの”これくらいな

ら・・”という横柄であったり、乱暴な言動があるのかもしれません。 

　地域の方へ 

　　いつも優しい見守りを「ありがとうございます」。何か、気になること等がございましたら、教

えていただけますと幸いです。 

　保護者の方へ 

　　いつも愛情あふれるお子様への声かけ・スキンシップなど、また、学校へのご理解・ご協力、

本当に「ありがとうございます」。＜地域の方からの声＞①②についても各ご家庭で話していた

だけるとありがたいです。今後とも「協育」のほど、よろしくお願いいたします。 

誰かの言葉ですが… 

子どもへの愛情あふれる接し方の基本は、子どもを無条件に受け入れ「あなたは大切な存在だよ」

と日々の言葉と態度で伝え、よく話を聞き、スキンシップや共感的な声かけで安心できる居場所を

つくることです。あわせて、子どものペースを尊重しつつ、してよいこと・いけないことを落ち着

いて一貫して伝えることで、自己肯定感と自立心が育ちます。 

 

熱中症対策をお願い致します。 


